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こ
の
た
び
「
東
洋
と
西
洋
の
文
明
対
話
」
を
テ
ー
マ
に
、
日

本
の
東
洋
哲
学
研
究
所
と
、
エ
レ
ナ
・
イ
ヴ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ィ
チ
ェ

フ
博
士
記
念
ス
ラ
ヴ
・
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
研
究
所
と
が
合
同
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
祝
福
の
ご
あ
い

さ
つ
を
で
き
ま
す
こ
と
を
、
私
は
大
変
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

東
洋
哲
学
研
究
所
は
１
９
６
２
年
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
（
創
価
学
会
イ
ン
タ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
会
長
で
あ
り
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
古
き
友
人
で
あ
ら

れ
る
池
田
大
作
先
生
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｉ
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
友
好
関
係
に
は
40
年
以
上
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
協
力
の
実
例
と
し
て
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
民
音
の
招
聘
に
よ
っ
て
、
１
９
７
０
年
の
「
ブ

ル
ガ
リ
ア
国
立
男
声
合
唱
団
」、
１
９
９
４
年
の
「
ブ
ル
ガ
リ
ア

国
立
民
族
合
唱
舞
踊
団
〜
ピ
リ
ン
」
な
ど
の
日
本
公
演
が
実
現

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
１
９
８
４
年
に
は
、
創
価
大
学
と
ソ
フ
ィ
ア
大
学
（
聖
ク

リ
メ
ン
ト
・
オ
フ
リ
ド
ス
キ
大
学
）
と
の
間
に
交
流
協
定
が
締
結
さ

れ
、
学
生
の
交
換
留
学
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に

お
い
て
創
価
大
学
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
研
究
の
中
心
的
機
関
の
一
つ

で
あ
り
、
優
れ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
学
者
お
よ
び
ス
ラ
ヴ
学
者
が
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ソ
フ
ィ
ア
大
学
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
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お
け
る
日
本
学
の
基
礎
を
作
っ
た
大
学
で
あ
り
、
日
本
語
と
日

本
文
化
の
優
秀
な
専
門
家
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

両
大
学
の
、
そ
し
て
Ｓ
Ｇ
Ｉ
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
実
り
多
い
協

力
関
係
が
活
発
に
発
展
を
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
こ
よ
な
く
う

れ
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
協
力
関
係
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
最
も
古
い
大
学
で
あ
る
ソ
フ
ィ
ア
大

学
と
、
ス
ラ
ヴ
・
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
の
歴
史
と
文
化
を
研
究
す
る
、

ド
ゥ
ィ
チ
ェ
フ
博
士
の
名
を
冠
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
所
の
協

力
で
、
そ
し
て
国
立
考
古
学
博
物
館
の
支
援
を
得
て
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
ソ
フ
ィ
ア
大
学
の
守
護
聖
人
で
あ

る
聖
ク
リ
メ
ン
ト
・
オ
フ
リ
ド
ス
キ
の
日
で
あ
る
11
月
25
日
に
、

そ
し
て
池
田
先
生
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
か
ら
30
周
年
に
当
た
る

本
年
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
、
深
い
意
義
が
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
東
洋
と
西
洋
の
対
話
と
相
互
理
解
へ

の
新
た
な
一
歩
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
伝
統
的
に
温
か
い
友
情
を
は
ぐ
く
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
ブ

シンポジウムには、元駐日ブルガリア大使のトドル・ディチェフ氏、ヴェラ・ステファ

ノヴァ元公使、またスラヴ・ビザンティン研究所のヴァシャ・ヴェリノヴァ所長ら学術

者100人が出席した（登壇者は同研究所のジュロヴァ前所長）
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ル
ガ
リ
ア
と
日
本
の
両
国
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
の
ご
健

勝
と
ご
成
功
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（Lyubom
ir Todorov

／
駐
日
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
特
命
全
権
大
使
）


